
 

（第２号様式）  
令和７年４月 22 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横須賀大津高等学校  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「正解が一つではない
問い」を重視した授業を
積極的に展開すること
で、生徒が自ら課題を発
見し、解決する力や思考
力・判断力・表現力等を
育み探究する力の育成を
目指した授業改善を行
う。 
②時代や社会の変化に柔
軟に対応でき、未来を考
えられる資質・能力の育
成のための教育課程の編
成に取組む。 

①３年経過した現
教育課程を振り返
り、生徒の主体的
な学びが実現して
いくよう、教科等
横断的・探究的な
学びを意識した授
業改善に取り組
む。 
②令和８年度入学
生から変更する教
育課程について、
その実施に向け、
趣旨を職員全体で
共有し、生徒の資
質・能力育成のた
めの内容の充実を
図る。 

①研究授業・研究協
議会の実施や、教職
員同士の授業見学を
促進し、協議・見学
内容等を職員で共有
し、職員全体が組織
的に授業改善を行っ
ていく意識を高め
る。 
②新教育課程がより
充実したものとなる
よう、現教育課程の
振り返りを行うとと
もに、職員全体でそ
の趣旨を共有し、必
要な見直しを行う。
選択科目や定期試
験、学習評価等に関
する議論を様々な機
会で設ける。 

①生徒による授業評
価アンケートの結果
が改善されたか。職
員へのアンケートを
行い 、教科等横断
的・探究的な学びを
実現する授業の増加
が確認できたか。 
 
②教科会やグループ
会議等の機会を通じ
て新教育課程の趣旨
を共有する機会を設
ける ことができた
か。新教育課程に対
応した生徒の科目選
択の方法等、具体的
な運用方法を構築で
きたか。 

     

２ 

( 幼 児 ・ 児
童・) 
生徒指導・
支援 

①生徒の主体性や創造力
を育むべく「生徒の自
治」を支援し、生徒主体
の学校行事や生徒会活動
で培った力を学校生活や
学習活動に生かせる生徒
集団を育成する。 
 
 
②部活動の活性化を図
り、安全面に配慮した活
動や他者に対する思いや
りのある行動ができる力
を育成する。  
 
③健康や安全に関する学
習活動や支援を通じ、生
徒がお互いの個性・特性
を尊重することで、安心
して学校生活を送れる環
境を整える。 

①生徒が主体的に
取り組む学校行事
や生徒会活動で培
った能力を学校生
活や学習活動に生
かせる生徒集団を
育成し、「生徒の
自治」を支援す
る。 
②学校生活を安全
に安心して過ごせ
るように環境を整
備し、部活動が活
性化するような基
盤を整える。      
③健康や安全に関
する学習活動や支
援を充実させ、お
互いに尊重し合え
る関係性を作り、
安心して学校生活
を送れるよう努め
る。 

①時代に合ったバラ
ンスの取れた学校行
事の運営を目指し、
生徒会活動を通して
生徒の主体性・創造
力が育まれるように
検討する。 
 
 
②顧問総会や生徒の
部長会で安全対策や
部室使用についての
啓発を行い、重大事
故発生防止に努め
る。 
③１年次に講演会を
行い、登下校時の交
通安全、SNS や薬物等
への知識、性教育等
の充実を図る。教育
相談の体制を整え、
サポートの必要な生
徒に適切な対応がで
きるように努める。 

①各行事のねらいを
理解して、生徒が活
動することができた
か。  
グループと学年が共
通理解を持って、リ
ーダー育成の支援が
できたか。 
 
②安 全対策を理解
し、生徒自身が部活
動の運営や地域貢献
ができる環境の整備
ができたか。 
 
③講 演会の振り返
り、SC・SSW 等の報
告・学年の情報共有
を充実することがで
きたか。 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①自己の高みを目指した
目標設定及びその実現へ
の支援を図る。 
 
 
 
 
 
②教育情勢を的確に把握
し、適切な情報の収集と
周知、共有に努めるとと
もに、組織的な支援体制
を構築する。 

① 生徒の自己肯定
感と学力を高め、
「高み」をめざす
意識の醸成につな
げる。 
 
 
 
② 本校の進路支援
の在り方を明確に
し、共通理解を得
るとともに、実現
に向けた取り組み
を構築する。 

① 生徒向けガイダン
スについて、意識の強
化と同時により多くの
受験への知識情報を提
供するよう内容を精選
する。あわせて、校内
の自習環境を整備す
る。 
② 進路支援につなが
る学習支援の観点か
ら、３年間の指導の目
標設定に利する研修会
や講演会を企画する。 

① 進路希望や学習習
慣に向上の変化が見ら
れるか。自習室の利用
が増加したか。 
 
 
 
 
② 実効性のある研修
会等を実施し、組織的
に進路指導・学習指導
を行う体制が整った
か。 

     

４ 
地域等との協
働 

①生徒に地域の一員であ
るという意識を持たせ地
域等と協働・交流を行う
ことで、広い視野を持っ
て何事にも取り組んでい
ける生徒を育成し、信頼
される学校づくりを行
う。 
②「いのちを守る」ため
に主体的に行動する態度
の育成を目指した防災教
育を実践する。 

①会話を通し、相
互理解を深め、学
校が地域に守られ
ていることを理解
する。 
 
 
 
②日常の学校生活
の中で機会を捉え
て防災について考
えさせ、臨機応変
に対応する必要性
を認識させる。 

①地域の防災訓練へ
参加することや、橘
華祭での地域の方々
との交流をすること
で、地域に根付いた
学校であることを実
感する。 
 
②火災を想定した避
難訓練を実施し、教
職員及び生徒が、最
も適した経路を考
え、「いのちを守
る」避難をすること
を意識する。 

①防災訓練で、地域
の方々と協力できた
か。橘華祭で、活発
に挨拶ができたか。 
 
 
 
 
②避難するまでの経
路及び所要時間は妥
当であったか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①施設、設備等の管理を
徹底し、生徒の学習環境
をより向上させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校全体で校内美化に
取り組み、生徒自身に環
境整備に参画する意識を
持たせる。 

①学校目標の「自
主自立」を身に付
けさせる。 
①広報活動を見直
し、情報発信の対
象と目的を意識
し、本校への理解
を深めてもらうた
めの対策を講じ
る。 
 
 
②美化活動、広報
活動等を通し、生
徒が自主自立の精
神を持って学校活
動に参画する意識
を持たせる。 
 
③働き方改革の推
進を図る。 

①「自主自立」を育
むため、生徒に活動
の意味を考えさせ
る。 
①中学生及びその保
護者に本校の魅力が
伝わるように広報活
動を見直し、学校案
内や紹介スライド等
の仕様を変更する。 
 
 
②清掃の取り組み方
を職員全体で考え、
美化意識を高めてい
く。また、ごみの分
別は、掲示物の配布
や声掛けを徹底す
る。 
③働き方改革に向け
た業務の精選を図
る。 

①「自主自立」を身
に付けることができ
たか。 
①魅力が伝わる広報
活動が活発になり、
学校 説明会におい
て、生徒による説明
が効 果的にできた
か。また、興味を引
く印刷物等を作成で
きたか。 
 
②校内美化のための
美化意識を高められ
たか。またごみの分
別の掲示物配付や声
掛け が徹底できた
か。 
 
③働き方改革に向け
た業務の精選を図れ
たか。 

     

 

 


